
 

 

 

 

 

１ 主題名  異性間における友情のあり方 

２ 主題設定の理由 

(1)  内容項目について 

本時で取り上げる内容項目は、中学校Ｂ・（8）友情、信頼「友情の尊さを理解して心から信頼できる友達

をもち、互いに励ましあい、高め合うとともに、異性についての理解を深め、悩みや葛藤も経験しながら人

間関係を深めていくこと。」である。 

   この内容項目における友情とは、対等なものである。相手に信頼を求めるなら自分も相手を信頼しなけれ

ばならない。そして自分が相手を信頼するとともに、相手にとって信頼できる友であるべきだと考えている。  

このことは、異性間においても同様であり、互いに相手の良さを認め合い共に成長しようとする姿勢が求め

られる。          

 第１学年は、中学生になり新しい人間関係が広がるとともに、周囲から自分がどのように見られているの

かを意識しだす時期でもある。この内容項目を通して、異性間の友情についても考えさせ、性別を超えて互

いに信頼し合えるような人間関係を培っていきたい。 

（２） 生徒の実態について 

 （省略）本学級の生徒は仲が良く、入学当時から係活動や当番活動を生徒同士で声を掛け合って行うこと

ができる。自然教室などで班行動をするときも、入学して間もない仲間と楽しく過ごすことができた。しか

し、休み時間は同性の友達で固まって話すことがほとんどで、必要に駆られないと異性間で話す姿はあまり

見られない。また、授業の中で異性に限定して意見を共有するように促すと、周囲の目を気にしてなかなか

話し始められない生徒も多い。このように、同性との友情については抵抗感なく向き合って考えることがで

きるが、異性間の友情については正直に意見を出し合うことが難しい。 

 そこで、異性との壁を感じ始めたこの時期に、異性間にあるのは恋愛感情だけではなく、互いのよさを認

め合い、信頼を基盤として成り立つ友情も存在するということに気付かせ、性別を超えて対等な人間関係を

育んでいけるようにしていきたい。 

（３） 教材について 

  本時に使用する教材は、「二人の通学路」(あかつき教育図書「中学生の道徳１」）である。 

 幼なじみの健と藍子は中学校で一緒に通学していた。何げない会話をクラスメイトに冷やかされ、もやも

やとした気持ちになった健は藍子と距離をとるようになり、藍子は健の急な態度の変化に戸惑う。ある帰り

道、藍子は自転車が横転し困っているおばあさんに出会う。通りがかった健を呼び止め一緒に自転車を立て

直し、おばさんを助ける。藍子からの変わらぬ信頼に健はどきりとしながら、二人は歩き始めるという内容

である。 

 藍子からの言葉に健がどきりとした場面を取り上げ、グループでの話し合いなどを通して健の多様な気持

ちを出し合わせ、周囲の受け止め方に惑わされるのではなく、互いに理解し合い信頼し合うことの大切さに

ついて考えさせたい。 

３ ねらい 

   男女の間で友情を育てていくにはどんな気持ちが大切なのか考える中で、周囲の受け止め方に惑わされる

のではなく、互いに理解し合い信頼し合うことの大切さに気付き、男女間においても人間関係を深めていこ

うとする態度を養う。 
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４ 展開                              〇は基本発問  ◎は中心発問 

学 習 活 動 主な発問と生徒の反応 指導上の留意点 

１ 男女の友情についての

実態調査の結果を見て、

本時の学習課題を知る。 

 

 

 

 

２ 教材「二人の通学路」を

読んで話し合う。 

 

 

 

 

・健の考えていたことにつ

いて、ワークシートに個

人の考えをまとめる。 

・学習班のメンバー以外の

異性と意見を交流する。 

・学習班に戻り、共有した健

の気持ちをふまえて、男

女の友情を育むために大

切なことは何かを考え、

ホワイトボードにまとめ

る。 

 

３ 自分の友達関係を振り

返り、異性間でも友情を

育てることの大切さにつ

いてワークシートに書き

込む。 

 

 

 

４ まとめをする。 

〇男女の友情は成立すると思うか。 

・する         ・しない 

自分にもいるから。  周りに変な目で 

性別は関係ないから。 見られて話せないから。 

 

 

 

〇周囲に冷やかされたとき、健はどんなことを考えて

いたのだろう。 

・冷やかされて腹が立つ。 

・付き合っていると言われて恥ずかしい。 

・勝手な想像で決めつけられたくない。 

・自分だって親しく話しているくせに。 

◎「健なら来てくれると思ってた。」「来てくれるとこ

ろが健らしくていいよね。」という藍子の言葉にど

きりとした健はどんなことを思っていたのだろう。 

・２か月も無視してきたのに、藍子は自分のことをず

っと信じていてくれていた。自分は人目ばかり気に

していたけれど、藍子は違っていた。（尊敬） 

・周りの友達がどんな目で見ても気にすることはない

んだ。助けに行くことをためらった自分が恥ずかし

い。（後悔） 

・周囲の目よりも自分たちの友達関係の方を大切にし

たい。互いに分かり合い何でも言い合える今の関係

を続けていきたい。（信頼） 

〇男女の間で友情を育むために大切だと思ったこと

を、今の自分の生活と重ねて考えてみよう。 

・これまでは周りの目を気にしてあまりかかわってい

なかったけど、これからは友達として何でも話し合

える関係をつくっていきたい。 

・これまで興味本位ですぐに冷やかしたりしていたけ

ど、友情という目で見ていくことが大切だと思っ

た。 

・男女の間の友情のあり方について、これからも考え

ていこう。 

・事前の実態調査の結

果を見せ、男女の友

情に対してのさまざ

まな意見が出せるよ

うな雰囲気を作る。 

 

 

・健と藍子の関係を黒

板に整理した上で、

教材を範読する。 

・複雑な健の心情を想

像させ、できるだけ

様々な感情を出し合

えるようにする。 

・２か月間避けられて

きた健に対しても、

信頼を寄せる藍子の

言葉であることを押

さえる。 

・普段よく話をする同

性の友達以外とも意

見交流することを促

し、多様な意見に触

れられるようにす

る。 

・そう考えた理由をこ

れまでの自分の友達

関係を振り返りなが

ら考えさせること

で、自分にとって大

切な価値として意識

できるようにする。 

 

評価の視点 

 

・グループでの話し合いなどを通して異性間の友情について多様な考えを出し合い、周囲の

受け止め方に惑わされるのではなく互いに理解し合い信頼し合うことの大切さに気付くこ

とができたか。 

・異性間の友情について感じる難しさや大切さについて自分自身とのかかわりの中で考え、

異性間においても人間関係を深めていこうとする意欲を高めることができたか。 

男女の間で友情を育てていくにはどんな気持ちが大切なのか考えよう。 


